
(3) 企業再生支援

お
取
引
先
の
経
営
改
善
支
援
の

取
り
組
み
強
化
策
と
し
て
、二
〇
〇

三
年
四
月
に
大
口
の
お
取
引
先
の

事
業
再
生
を
担
当
す
る
経
営
サ

ポ
ー
ト
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
十
月
、
中
小
の
お
取

引
先
の
経
営
改
善
を
支
援
す
る

「
経
営
改
善
支
援
チ
ー
ム
」
を
頭
取

直
轄
の
組
織
と
し
て
設
置
し
、
同

チ
ー
ム
と
営
業
店
が
一
体
と
な
っ

た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
支
援
チ
ー
ム
で
は
、

お
取
引
先
三
百
六
十
先
の
財
務
内

容
を
精
査
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
各

営
業
店
の
支
店
長
お
よ
び
経
営
改

善
支
援
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
が
お

取
引
先
を
訪
問
し
、
経
営
者
と
問

題
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

経
営
改
善
計
画
策
定
の
サ
ポ
ー
ト

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
に
二
百

と
業
務
連
携
。
さ
ら
に
四
月
に
は
、

あ
お
ぞ
ら
銀
行
と
早
期
事
業
再
生

支
援
業
務
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

商
工
中
金
は
、
国
内
九
十
九
店

舗
お
よ
び
海
外
三
店
舗
を
展
開
す

る
中
小
企
業
専
門
の
政
府
系
金
融

機
関
で
、
お
取
引
先
の
販
路
・
拠

点
等
の
営
業
関
連
情
報
の
交
換
な

ど
で
協
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。

沖
縄
公
庫
は
、
県
内
で
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
発
揮
す
る

政
府
系
金
融
機
関
で
あ
り
、
共
通

の
お
取
引
先
も
多
い
こ
と
か
ら
、

協
調
融
資
や
経
営
支
援
な
ど
で
連

携
を
図
り
ま
す
。

あ
お
ぞ
ら
銀
行
は
、
事
業
再
生

に
関
す
る
豊
富
な
経
験
か
ら
、デ
ッ

ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ（【
解
説
】

参
照
）
や
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の

設
立
な
ど
、
先
進
的
な
再
生
手
法

に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
同

行
か
ら
の
助
言
に
よ
り
、
新
し
い
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琉
球
銀
行
は
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
皆
様
に
、
適
切
な
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で
き
る
、

問
題
解
決
型
の
資
金
仲
介
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
不
良
債
権

問
題
の
解
決
を
同
時
に
実
現
す
る
た

め
、
お
取
引
先
の
経
営
改
善
支
援
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

琉
球
銀
行
は
、
事
業
再
生
や
創
業
者

支
援
に
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
政

府
系
金
融
機
関
お
よ
び
大
手
銀
行
と
業

務
協
力
し
、
お
取
引
先
の
経
営
改
善
を

加
速
さ
せ
ま
す
。

中
小
企
業
の
経
営
支
援
活
動

を
実
り
多
い
も
の
に
す
る
に
は
、

組
織
体
制
面
の
整
備
、
他
金
融

機
関
と
の
業
務
連
携
と
あ
わ
せ
、

人
材
の
育
成
が
極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
。

琉
球
銀
行
で
は
、
二
〇
〇
三

年
十
二
月
に
行
員
の
融
資
研
修

体
系
を
見
直
し
、
行
内
の
中
小

企
業
診
断
士
や
「
経
営
改
善
支

援
チ
ー
ム
」
ス
タ
ッ
フ
が
、
融

資
担
当
者
に
実
践
的
な
中
小
企

業
支
援
ス
キ
ル
を
指
導
す
る
講

二
〇
〇
三
年
十
二
月
、
行
員
の

融
資
研
修
体
系
を
見
直
し
、
中
小
企

業
の
経
営
支
援
に
資
す
る
人
材
育
成

に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

二
〇
〇
四
年
一
月
、
専
門
家
の
経

営
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
の
観
点
か

ら
、
融
資
担
当
役
席
者
を
対
象
に
、

経
済
法
令
研
究
会
の
専
任
講
師
に

よ
る
「
経
営
支
援
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

行
員
の
自
己
啓
発
と
し
て
は
、
地

方
銀
行
協
会
や
研
修
会
社
な
ど
が
開

催
す
る
中
小
企
業
経
営
支
援
に
関
す

る
通
信
講
座
、
銀
行
業
務
検
定
試
験

を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三
年

度
下
期
は
、
四
十
一
人
が
通
信
講
座

を
修
了
し
、
五
十
二
人
が
検
定
試
験

に
合
格
し
ま
し
た
。

ま
た
中
小
企
業
診
断
士
の
養
成

を
目
的
に
、
二
〇
〇
四
年
度
下
期

は
、
二
人
の
行
員
を
中
小
企
業
大

学
校
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
Ａ
社
は
、

売
上
の
低
迷
に
よ
る
損
益
の
悪

化
か
ら
資
金
繰
り
が
窮
屈
に
な

り
、
預
金
を
取
り
崩
し
て
し
の

い
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

経
営
改
善
支
援
チ
ー
ム
は
、

Ａ
社
に
は
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
と
感
じ
、
経
営
内
容
の
分
析

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。

Ａ
社
は
、様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
し
た
が
、
事
業
毎
の

損
益
状
況
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、

ど
の
事
業
が
不
振
な
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、経
営
改
善
支
援
チ
ー

ム
と
取
引
支
店
は
、顧
問
税
理
士

を
交
え
、
ま
ず
、
事
業
毎
の
損

益
状
況
を
毎
月
把
握
で
き
る
仕

組
み
作
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

次
に
、全
従
業
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
会
社
が
抱
え
る

問
題
点
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
、

営
業
面
、
組
織
面
、
経
営
陣
へ

の
不
満
な
ど
、
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
基
に
経
営

改
善
計
画（
事
業
計
画
、
経
営
合

理
化
計
画
）の
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

経
営
改
善
計
画
は
、
Ａ
社
の

協
力
に
よ
り
二
〇
〇
四
年
三
月

末
に
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
、

Ａ
社
で
は
計
画
を
全
従
業
員
に

周
知
徹
底
し
、全
社
一
丸
と
な
っ

て
経
営
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
事
業
再

生
支
援
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ノ
ウ

ハ
ウ
の
不
足
な
ど
か
ら
、
お
取
引

先
の
早
期
事
業
再
生
を
単
独
で
進

め
て
い
く
に
は
困
難
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

琉
球
銀
行
は
、
お
取
引
先
の
経

営
改
善
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

加
速
す
る
た
め
、
二
〇
〇
四
年
一

月
に
商
工
中
金
と
「
業
務
協
力
に

関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
三
月
に
は
沖
縄
公
庫

七
先
が
経
営
改
善
計
画
の
策
定
を

完
了
し
、
そ
の
実
行
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
早
く
も
五

十
八
先
が
債
務
者
区
分
の
良
化
を

実
現
す
る
な
ど
、
経
営
改
善
支
援

の
取
り
組
み
は
い
よ
い
よ
本
格
化

し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
経
営
改
善
計
画
の
実

行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
と
も

に
、
お
取
引
先
に
対
し
引
き
続
き

効
果
的
な
経
営
改
善
策
を
ご
提
案

し
て
い
き
ま
す
。

金
融
手
法
等
を
活
用
し
た
経
営
改

善
支
援
の
取
り
組
み
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
業
務
協
力

を
活
か
し
、
お
取
引
先
の
経
営
改

善
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
事
業

再
生
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
解
説
】

デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ

デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
以
下
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）

と
は
、
金
融
機
関
か
ら
の
貸
出
金
を
、他
の
債
務

よ
り
も
返
済
が
後
に
な
る
よ
う
な
条
件
の
債
務

（
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
等
）
に
転
換
す
る
こ
と
を

い
い
、
こ
れ
に
よ
り
債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
る
企

業
の
資
本
不
足
を
緩
和
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
実
施
に
は
、
合
理
的
か

つ
実
現
性
の
高
い
経
営
改
善
計
画
の
提
出
と
、

金
融
機
関
と
債
務
者
と
の
間
で
双
方
合
意
の
契

約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
を

充
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。


